
私から見える現代の日本社会
□グローバル化が進む現代社会では、世界各国の貿易を通してさま

ざまな商品を簡単に手に入れることができます。貿易の自由化に

よって国際競争が加速すると、各国がより競争力のある得意な分

野の商品を輸出し、たがいに補いあう国際分業が行われています。

□グローバル化の結果、多国籍企業の活動が加速しました。また、

自然災害や戦争が起きると、それぞれの国の政府だけでなく、非

政府組織（NGO）や非営利団体（NPO）も活躍しています。

□情報通信技術（ICT）の発達によって、世界中の人々と自由にコ

ミュニケーションをとったり、多様な情報を入手・発信したりす

ることができるようになっています。社会において情報が果たす

役割が大きくなっていく情報化が進んでいます。

□情報化はさらに進み、人工知能（AI）やビッグデータの分析が、

産業や生活、防災に活用されています。

□ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）を利用して多

くの人と交流する場面が増えています。情報社会においては、情

報を正しく使う情報モラルの確立や、情報を正しく判断して活用

する能力（情報リテラシー）が求められています。インターネッ

トを利用した犯罪も増えているので、不用意に個人情報を明かさ

ないようにすることが必要です。また、法整備も進められています。

□少子化と高齢化が同時に進み、少子高齢社会へ急速に変化してい

ます。保育園を増やすなどの少子化対策、バリアフリー化などの

高齢化対策が求められています。

□少子高齢化が進んだことで、人口減少社会に突入し、将来の日本

経済に影響を与える可能性があります。
現代社会の文化と私たちの生活

□文化は人々が、地域の風土や伝統、歴史、他地域との交流などに

よって育て、伝え合ってきた行動様式や価値観などのことです。

□科学技術の発展は、人々の生活を向上させてきました。その一方

で、科学には環境破壊をもたらすなどの負の一面もあります。

□芸術は人々に感動や喜びを与え、心や生活を豊かにしてくれます。

□宗教は悩みや不安に対する、心の支えになります。

□年中行事や、能
のう

・歌
か

舞
ぶ

伎
き

などの芸能は、長い歴史の中で形づくら

れ伝えられてきた日本の伝統文化です。少子高齢化や過
か

疎
そ

化で存

学習11

学習22

▼主な情報通信機器の保有率の推移

▼出国日本人数と訪日外国人旅行者数の
　推移

（JNTO資料など）
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▼日本の年齢別人口の推移

（国立社会保障・人口問題研究所資料など）
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▼子どもの出生数と合計特殊出生率の推移
とくしゅしゅっしょう

（厚生労働省）

※15歳から49歳の女性の、年齢別の出生率を合
計した指標を、合計特殊出生率といいます。
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私たちの生活と現代社会

第３章 私たちの生活と現代社会

7
P.12～33教科書
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続が危ぶまれる文化もあり、国や都道府県などは文化財保護法に

基づいて有形、無形の文化財の保護に努めています。

□文化にはそれぞれの文化の特有の部分（文化の多様性）がありま

す。グローバル化が進む現代では、おたがいの文化を理解し、相

手の文化を尊重する異文化理解によって、多文化共生社会を実現

することが求められています。

□グローバル化が進む中、日本の各地域では「地産地消」で地元の

食材を生かし、食育活動を推進して和食の継承に努めています。
現代社会をとらえる見方や考え方

□私たちは、家族や学校、地域社会という社会集団の中で生活して

います。社会集団の一員として助け合い、尊重し合いながら生活

を豊かにしていることから、人は社会的存在であるといわれます。

□家族は、最も基
き

礎
そ

的な社会集団です。日本国憲法は家族に関する

基本的な原則として「個人の尊厳」と「両性の本質的平等」を定

め、民法でも、家族は共に助け合うことなどを定めています。

□家族の形は多様化しており、親と未婚の子ども、あるいは夫婦の

みの核
かく

家族世帯や、一人暮らしの単独世帯が増えています。

□地方では過疎化の進行、大都市ではコミュニティ（共同体）が形

成されなくなっている問題があります。地域社会（地域コミュニ

ティ）をよりよく生活できる場としていくために、社会的な役割

と責任を果たす公共の精神をもつことが重要です。

□自分が生まれ育った郷土は、自己の形成に大きな役割を果たし、

精神的な支えとなります。文化や伝統を、学び、親しみ、共に大

切にすることで、郷土愛を育んでいきます。

□社会に暮らす人々の間では、考え方や意見の違いから対立が起こ

ることがあります。このような場合、私たちは話し合いなどを通

して合意をめざします。よりよい合意をつくるためには、「効率」

と「公正」という２つの考え方に配慮することが大切です。

□対立を未然に防ぐには、集団や社会の中でルール（きまり）をつ

くっておくことが必要です。人々が合意して取り決めたり、ルー

ルをつくったりすることを契
けい

約
やく

といいます。ルールを守ることで

それぞれの権利や利益が保障されます。また、おたがいに受け入

れたルールである限り、その結果について責任と義務が生じます。

学習33

▼年中行事
１月 正月・初

はつ

詣
もうで

２月 節分・バレンタインデー

３月 桃
もも

の節句・ひな祭り・お彼
ひ

岸
がん

４月 花見・花祭り

５月 端
たん

午
ご

の節句・しょうぶ湯
６月 夏至

７月 七
たな

夕
ばた

８月 お盆
ぼん

（一部地域では７月中旬）
９月 菊の節句・十五夜・お彼岸

10月 ハロウィーン

11月 七五三・新
にい

嘗
なめ

祭・秋祭り

12月 冬至・クリスマス・大
おお

晦
みそ

日
か

※ 花祭りはブッダの誕生を祝う日、クリスマス
はキリストの誕生を祝う日です。

▼�効率と公正をふまえた対立から�
合意へのプロセス

対立

効
率

資源・時間・お金・労力が、できる
だけ無駄なく使われ、全体としてよ
り大きな利益を得られるような結果
になっているかどうか。

公

　正

結果の
公正さ

一部の人に不利な結果に
なっていないか。

機会の
公正さ

利益や参加の機会が制限
されている人がいないか。

手続きの
公正さ

関係する人が対等な立場
で話し合いに参加してい
るか。

合意

▼話し合いと決定の主な方法
方法 長所と短所

全員一致ま
で話し合う

〇全員が納得できる。
△決定するまで時間がかか

ることもある。

代表者が
話し合う

〇全員一致よりは決定が早
い。
△必ずしも全員の意見が反

映されるとは限らない。

第三者が
一人で決定

〇決定が早い。
△当事者の意見が反映され

ない場合がある。

多数決

〇決められた時間の中で、
より多くの人の意見を反
映できる。
△少数意見が反映されにく

い。

note 効率と公正
・�効率…資源などが無駄なく使われ、全体としてより大きな利
益を得られるような結果にすること。
・�公正…物事を決めるときの手続きや結果が一部の人にとって
不利益にならないようにすること。
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確 認 問 題確 認 問 題確 認 問 題確 認 問 題
◦一問一答◦　次の問いに答えなさい。

□⑴ 　人、もの、お金、情報などが容易に国境を越えて移動することで世界
の結びつきが深まるようになったことを何というか。

□⑵ 　国際的な活動をする国家の組織とは直接関係をもたない民間組織の略
称を何というか。　国際赤十字・赤新月社連盟などは国連NGOとよばれる。

□⑶ 　情報通信技術の略称を何というか。アルファベットで書きなさい。
　　　　情報が果たす役割が大きくなることを情報化という。

□⑷ 　人間に代わって、コンピューターに学習や判断などの人間の知的な活
動を行わせる研究や技術を何というか。

□⑸ 　 自分にとって必要な情報を正しく判断して活用する力を何というか。

□⑹ 　情報を正しく使う態度を何というか。

□⑺ 　生まれてくる子どもの数が減り、平均寿命が延びたことで総人口に占
める高齢者の割合が高くなっている社会を何というか。

□⑻ 　ひな祭りや七夕のように、１年を通して決まった時期に行われる行事
を何というか。　クリスマスやバレンタインデーはキリスト教の影響を受けている。

□⑼ 　おたがいの文化を理解し、相手の文化を尊重することを何というか。

□⑽ 　電車などをつくって動かす技術や、冷蔵庫や電子レンジなどの機械を
つくる技術、医療の現場で使われる技術などを何というか。

□⑾ 　長い歴史のなかで形づくられ、前の世代から次の世代へと受けつがれ
て発展してきた文化を何というか。

□⑿ 　地元で生産された食材を地元で消費するという考え方を何というか。
　　　��食に関する知識や食を選択する力を身に付けさせることを食育という。

□⒀ 　人間は集団の中で、他者とともに生きることで成長していくことから、
何とよばれているか。　家族や⒁、学校などを社会集団という。

□⒁ 　市町村や都道府県など、人々が共同体意識をもって暮らしている地域
を何というか。

□⒂ 　親と未婚の子ども、あるいは夫
ふう

婦
ふ

のみで構成されている世帯を何とい
うか。

□⒃ 　自分が生まれ育った土地のことを何というか。

□⒄ 　国や社会といった公共の問題や利益を自分の問題としてとらえ、解決
のために積極的に行動する精神のことを何というか。

□⒅  　ものの売り買いにおいて、買い手と売り手の利害が一致したときに成
立するものを何というか。　責任や義務を明記することが大切である。

□⒆ 　ルールをつくるうえで、資源や時間などができるだけ無駄なく使われ
ることをもとにした観点を何というか。

□⒇ 　ルールをつくるうえで、一部の人の不利になっていないか、対等な立
場で話し合いに参加できているかなどの観点を何というか。

学
習
１

学
習
２

グローバル化

NGO

ICT

人工知能（AI)

情報リテラシー

情報モラル

少子高齢社会

年中行事

異文化理解

科学技術

伝統文化

地産地消

社会的存在

地域社会（地域コミュニティ）

核家族

郷土

公共の精神

契約

効率

公正

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

⑿

⒀

⒁

⒂

⒃

⒄

⒅

⒆

⒇

学
習
３
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基 本 問 題基 本 問 題基 本 問 題基 本 問 題
1

⑴ 核家族

⑵

① Ｃ

② Ａ

③ Ｂ

⑶ 少子化

⑷

① ×

② ×

③ ×

④ 〇

⑷①三世代家族の
割合は低くなって
いる。
②経済的負担は大
きくなる。
③助け合いは必要。

2

⑴ 社会集団

⑵ 対立

⑶ 効率

⑷

Ｄ イ

Ｅ ア

Ｆ エ

⑸ ウ

⑹ ルール

1 次の図を見て、次の問いに答えなさい。

□⑴　図１に で示されたXの家族を何というか。
□⑵　次の①～③の世帯は、図１のＡ～Ｃのどれにふくまれるか。
　　①　高齢者が一人で住む世帯　　②　父親と母親、子ども２人で住む世帯
　　③　母親とその子どもが住む世帯
□⑶　図２のように、女性一人が生涯に生む子どもの数が減少し、年少人口が少なくなっ
ている傾

けい

向
こう

を何というか。
　⑷　次の①～④の文のうち、正しいものには〇、誤っているものには×を書きなさい。
□①　女性の社会進出で共

とも

働
ばたら

きが増
ふ

えたため、三世代家族の割合は高くなってきた。
□②　少子高齢社会で長生きする人が増えるため、若

わか

い世代の経済的負担は小さくなる。
□③　家族生活が多様化してきたため、地域の住民との助け合いは必要でなくなった。
□④　子どもの保

ほ

育
いく

や高齢者の介
かい

護
ご

は大変であるため、家族や親族のほか、地方公共団
体や国の支

し

援
えん

が必要である。

2 右の図を見て、次の問いに答えなさい。

□⑴　図中のＡのような集まりを何というか。
□⑵　図中のＢは、考え方や利害が異なるこ
とで発生する。Ｂにあてはまる語句を書
きなさい。

□⑶　図中のＣにあてはまる語句を書きなさ
い。

□⑷　図中のＤ～Ｆにあてはまる語句を、次
のア～エから選びなさい。

　　ア　機会　　イ　結果
　　ウ　変更　　エ　手続き
□⑸　全会一致の決定のしかたの短所を、次
のア～ウから選びなさい。

　　ア　状況が変わっても変更できない。
　　イ　当事者の意見が全く反映されない。
　　ウ　時間がかかることがある。
□⑹　図中のＧの結果、決められた約束事を
何というか。カタカナで書きなさい。

図１　家族の類型別一般世帯数の変化

X世帯

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5
人

1970 75 80 85 90 95 2000 05 10 15 20 23
年

図２　一人の女性が生涯に産む子どもの数

（厚生労働省資料）

その他

7.7 Ｃ
38.0

Ｂ

6.8
17.4 23.1
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9.8％
41.241.2

5.7
23.0 20.3

万世帯

1970
年

1990
年

2020
年

夫婦のみ夫婦のみ 9.09.09.0

15.5
％ 37.3

41.2

夫婦のみ

15.515.5
％％ 37.337.315.5
％
15.5
％ 37.3

（国立社会保障・人口問題研究所資料）

A
25.2
A
25.2
A
25.220.1％20.1％20.1％

Ａ　家庭・地域社会・学校など

Ｂ

Ｃ

資源・時間・お金・労力が、できる
だけ無駄なく使われ、全体としてよ
り大きな利益を得られるような結果
になっているかどうか。

公

　正

Ｄ の
公正さ

一部の人に不利な結果に
なっていないか。

Ｅ の
公正さ

利益や参加の Ｅ が
制限されている人がいな
いか。

Ｆ の
公正さ

関係する人が対等な立場
で話し合いに参加してい
るか。

Ｇ　合意
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練 習 問 題練 習 問 題練 習 問 題練 習 問 題
1

⑴

① ＩＣＴ

② 個人情報

③ リテラシー

⑵

A グローバル

B 競争

C 分業

⑶ 人工知能（ＡI）

⑶人工知能（AI）
により、私たちの
暮らしや社会に大
きな変化がもたら
されると考えられ
ている。

2

⑴

ａ 2008

ｂ 0 ～14

ｃ 65

⑵
① 少子高齢社会

② エ

⑶ ア

⑶アは核家族や単
独世帯の増加によ
り減っている。
イは晩婚化、ウは
グローバル化、エ
は医療の発達によ
り、いずれも数値
が増えている。

1 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　近年、情報通信技術（　①　）が進歩したことにより、情報のはたらきが大きな意味を
もつようになる情報社会へと変化するとともに、ⓐたくさんの物、お金、情報などが国境
を越えて行き交うようになった。このようなⓑ情報化の進展は、私たちの生活にさまざま
な恩
おん

恵
けい

をもたらした反面、コンピューターによる情報の受発信により、人に知られたくな
い情報が流出するという問題なども出てきている。情報社会を生きる私たちには、（　②　）
の取り扱

あつか

いに十分な注意を払
はら

ってプライバシーを保護することや、情報を正しく判断して
活用する「情報（　③　）」が求められている。
□⑴　文中の①～③にあてはまる語句を書きなさい。ただし、①は情報通信技術の略

りゃく

称を
アルファベットで書きなさい。

□⑵　下線部ⓐについて、次の文中のＡ～Ｃにあてはまる語句を書きなさい。

　たくさんの物、お金、情報などが国境を越えて行き交うことで（　Ａ　）化が
進み、企

き

業
ぎょう

間の国際（　Ｂ　）が高まる。国際（　Ｂ　）が加速すると、得意な
産業に力を入れる一方、不得意な産業については輸入にたよる国際（　Ｃ　）が
行われるようになる。

□⑶　下線部ⓑにより　が急速に進化し、言語の理解や問題解決など、これまで人
間にしかできなかったことを、コンピューターなどに代行させることができるように
なっている。　にあてはまる語句を書きなさい。

2 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　右のグラフは、日本の年齢別人口
の推移を表している。日本の人口は
（　ａ　）年をピークに減り始めて
いる。また、（　ｂ　）歳

さい

の年少人
口の割合が低く、（　ｃ　）歳以上の
老年人口の割合が高くなっている。

□⑴　文中のａ～ｃにあてはまる数字を書きなさい。
　⑵　文中の下線部について、次の問いに答えなさい。
□①　下線部のような社会を何というか。
□②　下線部のような状況が今以上に進むと、どんなことが起こると考えられるか。次
のア～エから選びなさい。

　　ア　情報の伝達量が減る。　　　　イ　若者の経済的負
ふ

担
たん

が減る。
　　ウ　医

い

療
りょう

費が減る。　　　　　　　エ　労働人口が減る。
□⑶　日本の人口に関する次のア～エの項

こう

目
もく

の中で、それぞれの項目の数値を1960年と
2015年とで比

ひ

較
かく

した場合、2015年の方が小さいものを選びなさい。
　　ア　１世帯あたりの人数　　　　　　　　　　　イ　女性が結

けっ

婚
こん

する平均年齢
　　ウ　１年間に日本に入国した外国人の数　　　　エ　男性の平均寿

じゅ

命
みょう

（国立社会保障・人口問題研究所資料など）
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⑴①Information and Communication Technologyの略称。

⑵②少子高齢化が進むと生産年齢人口（15～64歳）が減少していくため、労働人口が減る。
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3

⑴ 宗教

⑵ 伝統文化

⑶ 年中行事

⑷ 地産地消

4

⑴
① 核家族

② 少子高齢

⑵
ａ 社会集団

ｂ 社会的存在

⑶ イ

⑷ 例働き手の数
が減る。

⑷医療費が増え、社
会保障に対する若い
世代の経済的な負担
が大きくなることな
ども考えられる。

5

⑴

① ウ

② イ

③ ア

⑵
例少数意見が
反映されにく
い。

⑶
① 効率

② 公正

3 次の問いに答えなさい。

□⑴　文化をかたちづくるものの１つで、困難も少なくない人の世に安心感や精神的な豊
かさをあたえるものを何というか。

□⑵　日本の文化のうち、能
のう

や歌
か

舞
ぶ

伎
き

のように長い歴史の中で育まれ、伝えられてきたも
のを何というか。

□⑶　正月や節句のように毎年くり返し行われる行事のことを何というか。
□⑷　地域で生産されたさまざまな農産物や水産物を、その地域で消費することを何とい
うか。

4 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　近年、ⓐ家族のあり方が変わってきている。三世代家族は減少し、ⓑ（　①　）世帯が
増加して、家族の類型別一般世帯数で最も多くなった。また、子どもの数が減少する一方
で、65歳

さい

以上の人口の割合が増え、ⓒ（　②　）化が進んでいる。家族の構成員が減る
と各自の好みに合わせて暮らすことが多くなり、家族の個別化も見られるようになった。
□⑴　文中の①・②にあてはまる語句を書きなさい。
□⑵　下線部ⓐについて、次の文中のａ・ｂにあてはまる語句を書きなさい。

　家族は最も基本的な（　ａ　）である。個人は（　ａ　）の一員として助け合
い、尊重し合いながら生活を豊かにしているため、人は（　ｂ　）であるといわ
れる。

□⑶　下線部ⓑの世帯ではないものを、次のア～エから選びなさい。
　　ア　夫婦のみの世帯　　　　　　　　　　　　　イ　単独世帯
　　ウ　父（母）のみと未婚の子どもの世帯　　　　エ　夫婦と未婚の子どもの世帯
□⑷　表現力　下線部ⓒが続くと、社会にどのような問題が発生するか。１つ書きなさい。

5 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　人は多様な考え方や利害をもちながら生きているため、意見の違いから対立が起きてし
まう。そのままでは社会はうまくいかないため、ⓐ話し合いや交

こう

渉
しょう

を通じて、ⓑ合意をつ
くり出すことが必要となる。
　対立と合意をくり返し、同じようなやり方や基準での解決が合意されると、それが 

（　①　）となる。みんなで合意して決めたものであれば、守るという責任や（　②　）
が生じてくるとともに、たがいの（　③　）を尊重し合うことにもつながる。
□⑴　文中の①～③にあてはまる語句を、次のア～ウから選びなさい。
　　ア　権利　　　　イ　義務　　　　ウ　ルール（きまり）
□⑵　表現力　下線部ⓐのあとに行う決定方法の一つである多数決の短所を簡潔に書きな
さい。

　⑶　下線部ⓑについて、よりよい合意をつくるために必要な、次の①・②の考え方をそ
れぞれ何というか。

　□①　無駄が少なく、最大の利益を得られるような結果になっているかを大切にする。
　□②　個人の意見を尊

そん

重
ちょう

し、一人ひとりに最大限配
はい

慮
りょ

したものになっているかを問う。

⑵多数決の長所は、その場にいる多くの人の意見が反映されること。
多数決に限らず、すべての決定方法には長所と短所がある。
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